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上尾市議会議員政治倫理条例 逐条解説 
 

上尾市議会は、平成２９年１０月の議長逮捕を踏まえ自ら議会改革を推し進め、議会
の権能を更に高めていくことを決意し、議員は住民の代表であることを自覚し、議員と
市民との信頼関係の確立に向け、この条例を制定します。 
【解説】 
この条例を制定するに当たり、議長が逮捕されたことを教訓に上尾市議会の決意と基本

的な考え方、議員のあるべき姿勢を規定したものです。 
 

（目的） 
第１条 この条例は、上尾市議会議員（以下「議員」という。）が、その職務が市民の
信託によるものであることに鑑み、市民全体の奉仕者であることを認識し、その権限
又は地位の影響力を不正に行使して自己又は特定の者の利益を図ることのないよう議
員倫理に関する基準を定めるとともに、必要な措置を講ずることにより、もって公正
で民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。 

【解説】 
議員は市民の信託を受けて議員活動を行っており、市民全体の奉仕者であることを認識

し、自己または特定の者の利益を図ることのないよう議員倫理に関する基準を定め、公正
で民主的な市政の発展に寄与することを目的として、この条例を定めたものです。 
 

（議会の役割） 
第２条 議会は、市民の意見及び要望に真摯に耳を傾け、市政の共同運営者として政策
を提案し、条例、予算等を議決し、及び市政運営が適正に行われているかを点検し、
監視する。 

【解説】 
議会としての職責を果たすため、議会の役割をここに明記したものです。 

 
（議員の責務） 

第３条 議員は、市民から負託を受けた者として、自らの役割を深く自覚し、品位と名
誉を守り、その使命の達成及び倫理の向上に努めなければならない。 

２ 議員は、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持たれた場合には、その疑惑を解
明し、責任を明らかにするよう努めなければならない。 

【解説】 
議員は、市民の代表者として、品位と名誉を守り、使命の達成と倫理の向上に努めると

ともに政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持たれた場合には、自らその疑惑を解明し、
責任を明らかにするよう努めることを定めたものです。 
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（市民の責務） 
第４条 市民は、議員に対し、その地位による影響力を不正に行使するよう働きかけを
行ってはならない。 

２ 市民は、主権者として自覚を持ち、自らも市政を担い、共に公共の利益を実現する
ために積極的に市政運営に参加する。 

【解説】 
政治倫理を確立するためには、市民の理解と協力が不可欠です。市民の役割として、議

員に対する不正な働きかけを行わないこと、主権者としての自覚を持つこと、市政運営へ
の積極的な参加をすることについて定めたものです。 
 

（議員倫理基準） 
第５条 議員は、次に掲げる議員倫理に関する基準（以下「議員倫理基準」という。）
を遵守しなければならない。 

(1) 市政への不信を招くことのないよう品位及び名誉を損なう一切の行為を慎み、その
職務に対して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。 

(2) その権限又は地位を利用していかなる金品も授受しないこと。 
(3) 市が行う工事等の請負契約（下請負に係るものを含む。次条第１項において同
じ。）、業務委託契約及び物品納入契約並びに指定管理者の指定に関し、特定の業者が
有利となる取り計らいをしないこと。 

(4) 人事（職員等の採用、昇任、降任及び転任をいう。）の公正を害する行為を行わな
いこと。 

(5) 職員の公正な職務執行を妨げ、又はその職権を不正に行使するよう働きかけないこ
と。 

(6) 補助金等の不正な受給に関与しないこと。 
【解説】 
議員が遵守しなければならない政治倫理の基準を定めたものです。なお、地方自治法、

公職選挙法、政治資金規正法等の法令は遵守すべきものであり、議員倫理基準として、改
めて規定していません。 
（第１号） 
市政への不信を招くことのないよう品位と名誉を損なう行為や不正の疑惑を持たれる恐

れのある行為等。例えば、議員による虚偽の発言又は情報発信による名誉棄損行為なども
当てはまります。 
（第３号） 
指名入札における指名業者として斡旋する等、贈収賄を疑われる行為や許認可権を不当

に行使するよう強制する行為等。 
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（第４号） 
職員等の採用、昇任、降任、転任といった人事について、特定の個人が有利又は不利に

なるように働きかけないことを規定しています。 
※「市職員等」とは、市の職員（正規職員、再任用職員、臨時職員及び嘱託職員）、市

の出資法人の役職員及び市の指定管理者の役職員をいいます。 
（第５号） 
正当な理由なくして政治的圧力により行政の中立・公平性を損なう行為。 

 
（市の契約に対する遵守事項） 

第６条 議員、その配偶者若しくは当該議員の一親等内の血族若しくは同居の親族が経
営する企業又は議員が実質的に経営に関与する企業は、地方自治法（昭和２２年法律
第６７号）第９２条の２の規定の趣旨を尊重し、市が行う工事等の請負契約、業務委
託契約及び物品納入契約を辞退するよう努めなければならない。ただし、災害その他
の特別な事情が生じ、それに対応するときは、この限りでない。 

２ 前項に規定する「議員が実質的に経営に関与する企業」とは、次に掲げるものをい
う。 

(1) 議員がその経営方針に関与している企業 
(2) 議員が資本金その他これに準ずるものの３分の１以上を出資している企業 
３ 第１項の規定に該当する議員は、市民に疑惑の念を生じさせないため、責任をもっ
て当該企業の辞退届を提出するよう努めなければならない。 

４ 前項の辞退届は、議員の任期開始の日又は当該事実の発生した日から起算して３０
日以内に市長に提出するものとし、その写しを上尾市議会議長（以下「議長」とい
う。）に送付しなければならない。 

【解説】 
議員倫理基準のほかに議員、配偶者、一親等以内の血族又は同居の親族が経営する企業

等を対象とした請負規制を定めたものです。 
議員がその経営方針に関与している企業は、次の（１）～（８）の要素の中から総合的

に判断します。 
（１） 議員が経営方針の決定に関与している企業 
（２） 議員が主要取引先の選定及び重要な契約に関する決定に関与している企業 
（３） 議員が借入の計画、実行に関与している企業 
（４） 議員が従業員の採用に関与している企業 
（５） 議員が資金繰りの決定に関与している企業 
（６） 議員が従業員賞与の査定に関与している企業 
（７） 議員が従業員の労務管理に関与している企業 
（８） 議員が事務所等の移転、組織変更などの重要事項の決定に関与している企業 
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議員が資本金その他これに準ずるものの３分の１以上を出資している企業は、会社法第
３０９条第２項に定める特別決議を不成立にすることができる条件を参考にしたものです。 
災害その他の特別な事情があるときは、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第５号

（緊急の必要により競争入札に付することができないとき。）の例によります。 
 
（上尾市政治倫理審査会による調査等） 

第７条 議長は、上尾市長等政治倫理条例（令和２年上尾市条例第３６号）第１１条に
規定する上尾市政治倫理審査会（以下「審査会」という。）に、市長を通じて次に掲
げる職務を行わせるものとする。 

(1) 次条第１項の規定による請求に係る調査を行い、その結果を報告すること。 
(2) 前号に掲げるもののほか、議員に係る政治倫理の確立を図るため、諮問を受けた事
項について調査し、若しくは答申し、又は建議すること。 

【解説】 
上尾市長等政治倫理条例に基づき設置された審査会に調査を付託するものです。 

 
 （調査の請求） 
第８条 市民又は議員は、次に掲げる事由があると認めるときは、市民にあっては公職
選挙法（昭和２５年法律第１００号）第２２条第１項又は第３項の規定による選挙人
名簿の登録が行われた日において上尾市の選挙人名簿に登録されている者の総数の５
００分の１以上の連署をもって、議員にあっては議員の定数の３分の２以上の連署を
もって、議長に調査を請求することができる。 

(1) 議員が議員倫理基準に違反した疑いがあるとき。 
(2) 議員が市の契約に対する遵守事項に違反した疑いがあるとき。 
２ 前項の規定により調査を請求しようとする者は、同項各号に掲げる疑いがあること
を証する資料を添付した調査請求書を議長に提出しなければならない。 

３ 議長は、第１項の規定による調査の請求があったときは、市長を経由して、審査会
による調査を求めなければならない。 

【解説】 
審査の請求について、市民及び議員が請求する場合の共通事項として、調査請求書に第

５条又は第６条に違反する疑いがあることを証する資料の添付を義務付け、恣意的な調査
請求が行われないように定めたものです。 
疑いがあることを証する資料（書類、映像、音声）は、客観的に判断できるものとし、

主観的又は恣意的なものは認められません。 
 

 （調査協力義務） 
第９条 議員は、審査会の調査に協力しなければならない。 
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２ 議員が審査会の調査に協力しなかったとき、又は虚偽の報告をしたときは、審査会
は、調査報告書にその旨を記載しなければならない。 

【解説】 
議員は、審査会の求めに応じて、調査に必要な資料を提出し、又は審査会の会議に出席

して説明を行うなど、審査会の調査に協力しなければなりません。 
これを拒否した場合は、審査会が作成する調査報告書にその旨が記載されます。 

 
 （審査会の調査結果） 
第１０条 審査会は、第８条第３項の規定による調査を求められた日から１００日以内
に、調査の結果について調査報告書を作成し、市長を経由して、議長に報告しなけれ
ばならない。 

２ 議長は、前項の規定による報告を受けたときは、速やかに調査報告書の写しを請求
した者の代表者及び調査の対象となった議員に送付するとともに、当該調査報告書を
市民に公表しなければならない。 

【解説】 
審査会は、調査の結果について、調査報告書を市長に提出し、市長は議長に送付します。  
議長は、請求者の代表及び調査の対象となった議員に結果を送付するとともに公表しな

ければなりません。公表については、上尾市議会ホームページや市議会だよりで公表しま
す。また、審査会が第５条及び第６条に違反がないと確認した場合においては、調査の対
象となった議員の名誉を回復するなど、必要な措置として合わせて公表します。 
 

（調査結果の尊重） 
第１１条 議会は、審査会の調査報告書において、調査の対象となった議員が議員倫理
基準及び市の契約に対する遵守事項に違反したと認められるときは、これを尊重し
て、市民の信頼を回復するために必要な措置を講ずるものとする。 

【解説】 
審査会の調査報告書の送付を受けた議会は、審査会の調査報告書を尊重して、必要な措

置を講じ、議会の権威と名誉を守り、市民の厳粛な信託に応えることを定めたものです。
実際の運用に当たっては、議長は議会に調査報告書を報告し、議会の承認を得たうえで、
必要な措置を講じます。 

 
（説明会の開催等） 

第１２条 議員は、次に掲げる場合において、引き続きその職にとどまろうとするとき
は、市民に対する説明会（以下「説明会」という。）の開催を議長に請求することが
できる。この場合において、第３号に該当する議員が説明会の開催を請求することが
できる期間は、判決のあった日から３０日を経過した日以後２０日以内とする。 
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(1) 議員が、刑事犯の容疑により逮捕された場合 
(2) 議員が、刑事犯の容疑により起訴された場合 
(3) 議員が、刑事犯で１審有罪判決の宣告を受けた場合 
２ 議長は、前項の規定による請求があったときは、説明会を開催しなければならな
い。 

３ 市民は、第１項各号のいずれかに該当する場合であって、説明会が開催されないと
きにおいて、議員が引き続きその職にとどまろうとするときは、公職選挙法第２２条
第１項又は第３項の規定による選挙人名簿の登録が行われた日において上尾市の選挙
人名簿に登録されている者５０人以上の連署をもって、説明会の開催を議長に請求す
ることができる。 

４ 議長は、前項の請求があったときは、説明会を開催しなければならない。この場合
において、議員は、説明会に出席し釈明しなければならない。 

５ 市民は、前項の規定により開催された説明会において議員に質問することができ
る。 

【解説】 
議員又は市民からの請求による説明会の開催について、議員が逮捕後、起訴後及び一審

有罪判決後のそれぞれの機会に引き続きその職にとどまろうとする場合において、議員の
説明責任を果たすことができるように定めたものです。実際上、当該議員や市民が説明会
の開催を請求する場合、身柄の拘留中や起訴前の状況にあり、開催することが難しい場合
もあります。 
 

（刑の確定後の措置） 
第１３条 議員が刑法（明治４０年法律第４５号）第１９７条から第１９７条の４まで
及び第１９８条に規定する罪並びに公職にある者等のあっせん行為による利得等の処
罰に関する法律（平成１２年法律第１３０号）第１条に規定する罪その他職務に関連
する犯罪により有罪判決の宣告を受け、刑が確定したときは、公職選挙法第１１条第
１項及び地方自治法第１２７条第１項の規定により失職する場合を除き、当該議員
は、辞職するものとする。 

【解説】 
訓示規定として、辞職するものとすると定めていますが、議会の懲罰権を制約するもの

ではありません。 
 

 （議長職務の代行） 
第１４条 議長が第８条第１項又は第１２条第１項若しくは第３項の規定による対象と
なったときは副議長が、議長及び副議長がともに当該対象となったときは年長の議員
が、この条例に規定する議長の職務を行うものとする。 
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【解説】 
議長及び副議長がともに審査の対象となったときは、臨時議長（地方自治法第１０７条）

に準じます。 
 

（委任） 
第１５条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議長が
別に定める。 

【解説】 
条例の施行に関し必要な手続き及び様式などについては、議長に委任するものです。 

 
附 則 

 （施行期日） 
１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第７条から第１１条まで及び次項の
規定は、上尾市長等政治倫理条例附則第１項ただし書に規定する規定の施行の日から
施行する。 

 （上尾市長等政治倫理条例の一部改正） 
２ 上尾市長等政治倫理条例の一部を次のように改正する。 
  第１３条に次の１項を加える。 
 ２ 審査会は、前項各号に掲げる職務のほか、上尾市議会議員政治倫理条例（令和２
年上尾市条例第 号）第７条各号に掲げる職務を行う。 

（検討） 
３ 議会は、この条例の施行後、社会情勢の変化等により必要があると認めるときは、
この条例の規定について検討を加え、必要な措置を講ずるものとする。 

【解説】 
条例第７条から第１１条までの調査請求に係る規定は、上尾市長等政治倫理条例に基づ

く審査会の設置と合わせて施行します。 
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